
－２５１－ 

○議長（小林哲雄） 

  日程第７ 認定第７号 決算認定について（水道事業会計）、日程第８ 議案第２

８号 水道事業会計未処分利益剰余金の処分について、あわせて細部説明を担当課長

に求めます。 

  上下水道課長。 

○上下水道課長（熊澤勝巳） 

  認定第７号 決算認定について。地方公営企業法第３０条、第４項の規定により、

平成２５年度、開成町水道事業会計歳入歳出決算は別冊のとおりにつき、監査委員の

意見をつけて認定を求めます。平成２６年９月４日提出。開成町長、府川裕一。 

  １ページおめくりください。議案第２８号 平成２５年度開成町水道事業会計未処

分利益剰余金の処分について。平成２５年度、開成町水道事業会計未処分利益剰余金

を別冊のとおり処分する。よって、地方公営企業法第３２条、第２項の規定により、

議会の議決を求める。平成２６年９月４日提出。開成町長、府川裕一。 

  この議案は、別冊の平成２５年度開成町歳入歳出決算書の２７５ページになります。 

  平成２５年度開成町水道事業剰余金処分計算書案になります。恐れ入りますが、決

算書の２７９ページをお開きください。平成２５年度開成町水道事業報告書の概要を

朗読いたします。１、総括事項。平成２６年３月３１日現在の給水装置使用数は、前

年度比１．５８％増で、１０６個増の６，８１０個。給水人口は前年度比０．４５％

増で、７５人増の１万６，７７９人となりました。年間有収水量は、節水意識の向上

により、前年度よりも１万７，３４９立方メートル減の１９６万１７２立方メートル。

１日平均給水量は前年度より４８立方メートル減の、５，３７０立方メートルで、前

年度比０．８９％の減でした。 

建設改良事業は、都市計画道路整備に伴う排水管敷設工事、南部地区土地区画整理

区域内街路配水管布設工事、県道７２０号線整備に伴う配水管布設工事を行いました。

増設改良事業は、高台第２浄水場らせん階段改修工事、榎下浄水場配水流量計及び取

水流量計更新工事、下水道工事に伴う町道２８３号線配水管布設外工事や、消火栓ボ

ックス交換工事を行いました。営業収支では、事業収益全体として前年度比１．３７％

の減収となりました。事業支出全体は、前年度比１０．８７％の増額となりました。

結果としまして、事業支出が事業収益を上回ったことにより、総体としましては２７

６万２，４３０円の純損失となりました。 

決算書の２６８ページにお戻りください。決算報告書１、収益的収入及び支出につ

いて、説明いたします。まず収入です。１款、水道事業収益の当初予算額、２億５９

６万８，０００円に対し、決算額は１億９，９２４万４，４８９円です。予算額に比

べ、６７２万３，５１１円の減収となりました。これは水道使用量等の減収が主な要

因であります。 

１項、営業収益は水道使用量、水道利用加入金等で予算額、２億５３２万５，００

０円に対し、決算額は１億９，８６９万６，４３７円で、６６２万８，５６３円の減

収であります。 
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  ２項、営業外収益は予算額、６４万３，０００円に対し、決算額は５４万８，０５

２円で、９万４，９４８円の減収であります。 

  次に支出でございます。１１款、水道事業費用の当初予算額、２億５９６万８，０

００円に対し、決算額は１億９，４５２万８，８９６円で、執行率は９４．４％であ

ります。不用額は１，１４３万９，１０４円となりました。 

  １項、営業費は人件費、施設維持管理費、事務的経費などで補正額の８１０万２，

０００円は、人事異動に伴います職員手当の減額です。予備費支出の４９３万６，０

１３円は、有形固定資産償却費等の不足でございます。当初予算額、１億６，８３７

万１，０１３円に対し、決算額は１億６，５１４万１，６８５円で、執行率は９８．

１％であり、不用額は３２２万９，３２８円となりました。委託料の執行残及び受託

工事費の舗装復旧費や、緊急用工事等の減額でございます。 

  ２項、営業外費は、企業債利子や消費税などが主なものです。予算額、３，３４８

万９，０００円に対し、決算額は２，９０６万５，０６４円で、不用額は４４２万３，

９３９円でございます。 

  ３項、予備費は、予備費支出額、５２５万８，１６０円となり、予算額は３７８万

５，８４０円となりました。決算額は０円でございます。 

  ８項、特別損失は３０件の還付による過年度損益修正損で、６万３，８６３円と、

９１期分の不納欠損分、２５万８，４６４円の、合計３２万２，１４７円を予備費か

ら充用いたしました。 

  続きまして、２７０ページをお開きください。（２）資本的収入及び支出でござい

ます。 

  まず収入です。２款、資本的収入は補正額９５０万５，０００円の減額によりまし

て、補正後の予算合計は、６，３６６万５，０００円に対し、決算額６，３６６万６，

６８７円で、予算額に比べ、１，６８７円の増収となりました。これは、下水道工事

に伴う布設外工事、池嶋橋架け替え工事に伴う排水管布設工事等の中止と、執行残に

よる企業債の減が主な理由でございます。 

  １項の分担金、当初予算額、１２９万７，０００円に対し、決算額は１２９万７，

８００円で、予算額に比べ８００円の増収となりました。 

  ２項、負担金は、予算額２１６万８，０００円に対し、決算額は２１６万８，８８

７円で、予算額に比べ８８７円の増額となりました。 

  ５項、企業債は、当初予算５，２６０万に対し、補正予算額７４０万円の減額を行

い、予算額４，５２０万円に対し、決算額は同額の４，５２０万円でございます。 

  ６項、その他資本的収入は、建設改良積立金の取り崩しで、当初予算１，５００万

円に対して、決算額は同額の１，５００万円でございます。 

  次に、支出でございます。１２款、資本的支出は、補正予算額１，３１９万７，０

００円の減額を行いました。補正後の予算合計、１億８，０８６万３，０００円に対

し、決算額は１億７，０６１万１，３３２円で、執行率は９４．３％。不用額は１，

０２５万１，６６８円となりました。 
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  まず１項、建設改良費、補正額の６７万５，０００円の減額を行い、予算額は４，

２４３万５，０００円となり、決算額は３，８１５万９，１００円で、不用額は４２

７万５，９００円でございます。不用額は執行残等が主な要因でございます。 

  ２項、増設改良費は、下水道工事に伴う布設外工事の中止と、委託工事の執行残等

により、補正額１，２５２万２，０００円を減額し、予算額は７，２１６万３，００

０円となり、決算額は６，９１８万８，２２７円で、不用額は２９７万４，７７３円

となりました。主な要因としましては、先ほど言いました入札の執行残でございます。 

  ３項、企業債償還金の決算額６，３２６万４，００５円は、水道事業で借り入れま

した財政融資資金や地方公共団体金融機構資金の、本年度返済に伴う元金返済金で、

不用額は９９５円でございます。 

  ４項、予備費、予備費支出額はありません。予算額は３００万円で、決算額は０円

でございます。なお、欄外に記載しています金額は、資本的収入額が資本的支出に対

し不足が生じましたので、公営企業の会計処理方法により、補填したものでございま

す。 

  それでは、別冊の歳入歳出決算事業別説明書の８８、８９ページをお開きください。

決算書は２８３ページからになります。 

  まず、収益的収入からご説明いたします。１款、水道事業収益、１項、営業収益、

１目、給水収益の水道使用量ですが、平成２５年度に調定した件数は、４万６８２件

でございます。前年度よりも１５９万４，０００円、１．０％の減となりました。 

  ２目、受託工事収益の給水工事加入金は、１２７件の新規加入者の水道加入料です。

前年度よりも２６万５，０００円。１．３％の増額でした。内訳としましては、水道

口径１３ミリが５２件、２０ミリが５５件、管の増径が２０件ございました。当初予

算に対しましては、２６万５，０００円の増でした。 

  ３目、その他の営業収益の手数料ですが、給水工事設計審査、２３９件。開始、中

止が１，４０３件。給水工事指定申請が１４件。閲覧申請２１４件。下水道徴収料な

どの手数料などです。前年度よりも６６万１，０００円、６．６％の減となっており

ます。 

  次の雑収入は、仮設メーターの賃借料１３件。仮設メーター水道使用料９件分。検

満メーターの売却費の収入でございます。 

  他会計負担金は、３６８基分の消火栓の維持管理費でございます。 

  ２項、営業外収益、１目、受取利息は、定期預金、国債、県民債にかかる預金利息

でございます。 

  ４目、雑収入は東京ガスからの小田急電鉄軌道敷地下埋設用地使用料になります。 

  続きまして、資本的収入になります。決算書では２８６ページになります。資本的

収入は、前年度比３８．６％の減となりました。 

  ２項、資本的収入の１項、分担金、２目、配水管布設分担金は、下水道工事に伴う

配水管布設工事１件にかかわる分担金です。前年度よりも１０４万４，０００円。４

５．８％の減。 
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  ２項、負担金、１目、他会計負担金。消火栓設置負担金は、消火栓設置２基、ボッ

クスの交換が２基、ふたの交換１基にかかわる負担金でございます。前年度より９２

万４，０００円、８０．１％の増です。 

  ５項、企業債、１目、企業債は、排水管敷設工事９件にかかわる起債で、地方公共

団体金融機構資金１件でございます。 

  ６項、その他資本的収入、１目、その他資本的収入は、配水管布設工事等に建設改

良積立金の一部を取り崩し、財源としています。 

  次の９０ページ、９１ページをお開きください。歳出になります。決算書は２８４

ページからになります。収益的支出からご説明いたします。１１款、水道事業費、１

項、営業費、１目、原水浄水配水及び給水費では、水質検査、滅菌装置の保守点検、

電気設備の保安等の委託、漏水当番経費や給配水の維持管理等の工事を実施し、設備

の充実を図りました。また、第二浄水場、次亜注入ポンプの修繕工事を実施いたしま

した。 

  ２目、受託工事では、仕切り弁筐交換及び消火栓周りの舗装打ち替え工事ほか、５

件の工事を行いました。前年度より５４万８，０００円、３９．３％の増となってお

ります。 

  ３目、総係費は、水道事務運営上全般に要する費用で、テレメーターの回線利用に

より、浄水場施設の監視等、効率的な水道事業事務を行いました。 

  ４目、有形固定資産償却費及び５目、資産減耗費は、減価償却経費と除却経費でご

ざいます。 

  ２項、営業外費、１目、支払利息。決算書は２８５ページになります。平成２５年

度当初企業債残高、１１億７，８３１万３，０００円に対する利子返済分でございま

す。前年度よりも１３８万９，０００円、４．６％の減でございます。 

  ３目、雑支出は、非課税売り上げの増により、消費税の非課税雑損でございます。 

  ８項、特別損失、３目、過年度損益修正損は、水道使用料の過年度水道使用料還付

１６件、手数料還付１４件及び不納欠損９１件の特別損失になります。 

  続きまして、資本的支出ですが、決算書は２８７ページになります。１２款、資本

的支出、１項、建設改良費、１目、拡張事業費では、都市計画道路整備の伴う配水管

布設工事ほか４件を行い、安定的な飲料水の供給を行うとともに、南部地区の供給に

対応するため、拡張工事を実施いたしました。前年度よりも４，７５０万８，０００

円、５６．７％の減でございます。 

  ２項、増設改良費の１目、配水施設整備工事費は、高台第二浄水場らせん階段改修

工事、榎下浄水場の配水流量計及び取水流量計の更新工事ほか、３件の浄水場の更新

工事及び下水道に伴う配水管布設工事を１件。それと、あと消火栓設置工事２カ所。

消火栓ボックスの交換１カ所。ふたの交換１カ所を行いました。前年度比より４，０

２４万円、１９１．３％の増でございます。 

  ２目、メーター費では、１，０３４個のメーターを購入し、計量法に基づき９１６

個の検満メーターの取りかえ工事を行いました。正確な水道使用量の計量ができるよ
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うにいたしました。 

  ３項、企業債償還金、１目、企業債償還金は、平成２５年度当初企業債残高、１１

億７，８３１万３，０００円に対する元金返済でございます。前年度よりも１１４万

８，０００円。１．８％の増となっております。 

説明書の最後の資料４で、工事箇所を添付しております。後ほどご覧いただきたい

と思います。 

恐れ入りますが、決算書の２７２ページにお戻りください。平成２５年度開成町水

道事業損益計算書でございます。なお、全ての収益と費用は税抜きで記載をしており

ます。 

１、営業収益。水道使用料、水道加入金が主なものであります。営業収益合計は、

１億８，９７２万７，６１７円となりました。 

２の営業費、水道事業を運営する上で、施設管理や事務的経費でございます。この

営業費用合計は、１億６，３６６万５，２６５円でございます。従いまして、上の営

業収益から、ただいまの営業費を差し引いた２，６０６万２，３５２円となりました。 

３の営業外収益は、受取利息と雑収入が主なもので、収益合計は５４万８，０５２

円であります。 

４の営業外費用は、企業債の支払利息が主なもので、その合計は２，９０６万５，

０６４円であります。従いまして、営業外収益は支出超過の２，８５１万７，０１２

円となりました。 

５の特別損益です。（１）過年度損益修正損の３０万７，７７０円でございます。

前段の営業費から、ただいまの支出超過額を差し引き、さらに特別損失の３０万７，

７７０円を引くと、当年度の純利益は２７６万２，４３０円の損失となりました。こ

の純利益に、前年度繰越利益剰余金、３，４３８万９，４６２円を加えました、３，

１６２万７，０３２円が当年度未処分利益剰余金となります。 

  ２７４ページをお願いいたします。剰余金計算であります。利益剰余金は、２４年

度に処分案が認定されまして、当年度の末の残高の建設改良積立金は２，０００万円。

減債積立は、２，８１１万円となります。また未処分利益剰余金は、前年度の未処分

利益剰余金に、前年度の建設改良積立金、１，５００万円と、減債積立金１００万円

の１，６００万円を差し引きまして、当年度の純利益を加えた３，１６２万７，０３

２円が当年度の未処分利益剰余金でございます。 

  次に、資本剰余金です。事業活動費として外部から受け入れたもので、１の国、県

補助金及び他会計補助金は、今年度はありませんでした。 

  ３の他会計負担金は、消火栓設置２基、消火栓ボックスの交換２基、ふた交換１基

の負担金でございます。 

  ４の工事負担金は、下水道工事に伴う１カ所の布設替え工事の負担金でございます。 

  ５の受贈財産評価額は、開発業者から配水管施設として３基を受贈いたしました。

従いまして、下段の翌年度繰越資本剰余金は１０億３，６０４万３０４円となります。 

２７５ページをお願いいたします。平成２５年度水道事業剰余金処分計算書（案）
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でございます。まず議案第２８号になります。１の当年度未処分利益剰余金は、３，

１６２万７，０３２円となり、２の利益剰余金処分金の企業債返済金に充てる減債積

立金、建設事業に充てます建設改良積立金の積立額を０円としまして、残金の３，１

６２万７，０３２円を翌年度繰越利益剰余金とする処分案とさせていただきます。 

次の２７６ページをお開きください。次に、貸借対照表ですね。まず資産の部です。

固定資産の（１）有形固定資産は、イの土地からトの建設仮勘定まであり、この詳細

は決算書の２９０ページ、２９１ページにあります。いずれも当年度の増減状況の合

計に付しておりますので、後ほどご覧いただきたいと思います。（２）無形固定資産

は、電話加入権で２１万３，０４０円です。（３）その他の資産。イ、リサイクル委

託料、９，１３０円です。固定資産合計は、３０億１，７７７万１，５４４円となり

ます。 

２、流動資産の（１）現金預金は、５億１，７５５万３，６９３円となっておりま

す。（２）の未収金の２，５０６万６６６円は、水道料金が主なものです。これは検

針が隔月であることから、６期分、２月、３月分の口座振り込みが翌月収納として処

分されるためであります。（３）貯蔵品は、流量計が主なものであります。よって、

流動資産合計は、５億４，２７３万５，３９０円となります。資産合計は前段の固定

資産合計と、ただいまの流動資産合計を加えました、３５億６，０５０万６，９３４

円となりました。 

続きまして、２７７ページをお願いいたします。負債の部であります。３、固定負

債のイの修繕引当金は、大規模な修繕工事に備えるもので、３００万円でございます。 

４の流動負債の（１）一時借入金はありません。（２）の未払金の主なものは、委

託料や工事請負費等で、３，７１１万７，８０５円でございます。従いまして、流動

負債合計は、３，７１１万７，８０５円となります。 

次の負債合計は、３の固定資産合計と、ただいまの流動負債合計を加えました、４，

０１１万７，８０５円となります。 

次に、資本の部であります。５の資本の（１）の自己資本は、１２億４，４３６万

２，６９８円でございます。（２）の借入資本は企業債残高で、１１億６，０２４万

９，０９５円でございます。この内容は、決算書の２８２ページと２９２ページから

２９３ページに詳細がありますので、後ほどご覧いただきたいと思います。資本の合

計は、この二つを加えました、２４億４６１万１，７９３円となります。 

  剰余金は、先ほどの２７４ページで説明いたしましたので、省略させていただきま

す。 

  剰余金合計は、下から３行目の１１億１，５７７万７，３３６円となり、前の資本

金合計を加えました資本合計は、３５億２，０３８万９，１２９円でございます。 

  次の負債資本合計は、ただいまの資本合計に上段の負債合計を加えました、３５億

６，０５０万６，９３４円となり、前ページの資産合計と一致するものです。 

  説明は以上です。 

  すみません、事項別説明書の９１ページをお開きください。ちょっと修正をさせて
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いただきたいと思います。９１ページです。 

  下から３段目の配水施設整備工事費の説明欄のところで、２行下の後段のほうから、

消火栓設置２基、ボックスカルバート交換１基と書いてありましたけども、こちらは

２基になりますので、修正をお願いいたします。ボックス交換です。１基というとこ

ろの１を２に修正をお願いします。申しわけありませんでした。 

  説明は以上です。 

○議長（小林哲雄） 

  しばらくお待ちください。 

  お待たせいたしました。認定第７号 決算認定について（水道事業会計）及び議案

第２８号 水道事業会計未処分利益剰余金の処分についての細部説明を終了いたし

ます。 

  何かありましたら、質疑のときに、数字の修正はあるかもしれませんので、ご承知

おきください。 

  それでは、以上で本日の日程は全て終了いたしました。本日はこれにて散会いたし

ます。お疲れさまでした。 

                    午後４時５６分 散会 

 

 


